
【要　　　旨】

　大分県でマダニが媒介する日本紅斑熱とライム病の患者が報告されるようになった。

この背景を明らかにするために大分市、杵築市、日出町でマダニを採取し、その

種類及び病原体の保有状況を調べた。大分市佐賀関には日本紅斑熱を媒介するヤマ

アラシチマダニやキチマダニが多く分布し、日本紅斑熱病原体が検出された。調査

全地点のマダニから主要なライム病病原体は検出されなかったが、近縁のボレリア

は検出された。
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はじめに

　日本紅斑熱はマダニが媒介するリケッチア感染症である。1985年に馬原らが世界で初めて報告

し、その病原体は内田らによりRickettsia japonica（以下 R. japonica）と命名された１），２）。その後、

三重県や、広島県、和歌山県、熊本県、鹿児島県、愛媛県等で患者が多く報告され、西日本に多く

患者が発生していることが明らかとなった３）。大分県では、2004年に日本紅斑熱患者が初めて

報告された。その後しばらく患者発生が無かったが、2014年に２名、2015年に３名、2016年に

３名と連続して報告された４）。2013年には、西日本では稀なライム病患者が大分県内で初めて

報告された５）。この疾病もマダニが媒介している。

　県内ではこれまでにマダニから日本紅斑熱の病原体は検出されていない。また、ライム病の

病原体であるボレリアは県内では九重山系以外から報告されていない６），７）。これらの病原体を持つ

マダニの分布を明らかにするために、我々は患者発生地域周辺からマダニを採取し、紅斑熱群

リケッチアの保有状況とボレリアの保有状況の調査を行ったので報告する。

調査方法

１．調査期間と調査地域
　2016年の４月～７月、2017年の５月～６月及び、2018年の５月～６月に、日本紅斑熱患者が

報告された大分市佐賀関と、ライム病患者が報告された地域周辺である杵築市と日出町を調査
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した。

２．マダニの採取と同定

　マダニの採取は、70cm×70cmの白いフランネル布と約１ｍの棒で旗を作成し、植生上のマダニ

を採取する旗振り法でマダニを採取した。成虫、若虫をピンセットで旗から回収し、小試験管に

入れて研究室に持ち帰った。マダニは、−80℃の超低温槽で保存し、実体顕微鏡及び顕微鏡で

同定を行った。

３．紅斑熱群リケッチアの検出

　マダニからのDNA抽出は、QIAamp DNA Mini Kit（QIAGEN）を用いた。リケッチア遺伝子

の検出は、クエン酸合成酵素Ａ（gltA）遺伝子を標的としたStenosらのプライマー及びプローブ

を用い、リアルタイムPCR法で行った８）。リケッチアの遺伝子が検出された検体について、

Hiraokaらの方法でgltAを標的としたPCRを実施し９）、そのPCR産物をダイレクトシークエンス法

で遺伝子解析した。得られた遺伝子配列はBLAST検索で相同性検索を行い、種を同定した。

４．ライム病病原体の検出

　マダニからのDNA抽出は、QIAamp DNA Mini Kit（QIAGEN）を用いた。ボレリア遺伝子

の検出は、鞭毛遺伝子（flaB）を標的としたNested-PCR法で行った10）。増幅された遺伝子は、

ダイレクトシークエンス法で塩基配列を決定し、BLASTによる相同性検索で同定を行った。

結　果

１．大分市佐賀関及び杵築市・日出町のマダニ相

　大分市佐賀関では２属５種95個体のマダニ類が採取された。ヤマアラシチマダニが39個体と

最も多かった。次いで、アカコッコマダニ22個体、タカサゴチマダニ17個体、キチマダニ11個

体、フタトゲチマダニ６個体が採取された（表１）。

　杵築市・日出町では３属６種143個体のマダニが採取された。最も多かったのがフタトゲチ

マダニの88個体であり、次いでキチマダニ49個体、ヤマアラシチマダニとタカサゴチマダニが

２個体ずつ、タカサゴキララマダニとヤマトマダニが１個体ずつ採取された（表２）。 
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計2018年2017年2016年マダニ種

3952113ヤマアラシチマダニ

 61 2 3フタトゲチマダニ

179 3 5タカサゴチマダニ

119 1 1キチマダニ

22913 0アカコッコマダニ

表１　大分市佐賀関におけるマダニの採取状況



２．大分市佐賀関及び杵築市・日出町のマダニが保有する紅斑熱群リケッチア

　大分市佐賀関ではヤマアラシチマダニ39検体中７検体から紅斑熱群リケッチア遺伝子が検出

され、このうち４件が日本紅斑熱の病原体であるR. japonicaであった。フタトゲチマダニ６検体

中２検体から紅斑熱群リケッチア遺伝子が検出されたが、R. japonicaではなかった。種は同定し

ていない。キチマダニ11検体中１検体から紅斑熱群リケッチア遺伝子が検出され、R. japonica

であった。アカコッコマダニ22検体中２検体から紅斑熱群リケッチア遺伝子が検出され、いずれ

も不明な種であった（表３）。

　杵築市・日出町ではフタトゲチマダニ88検体中２検体から紅斑熱群リケッチア遺伝子が検出

されたが、R. japonicaではなかった。種は同定していない。キチマダニ49検体中３検体から

紅斑熱群リケッチア遺伝子が検出され、いずれもR. japonicaであった（表４）。

３．大分市佐賀関及び杵築市・日出町のマダニが保有するボレリア

　大分市佐賀関ではアカコッコマダニ22検体中４検体からボレリア遺伝子が検出され、いずれも

Borrelia turdi（以下、B. turdi）であった。
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計2018年2017年2016年マダニ種

 2 1 1 0ヤマアラシチマダニ

88234025フタトゲチマダニ

 2 2 0 0タカサゴチマダニ

493313 3キチマダニ

 1 1 0 0タカサゴキララマダニ

 1 0 1 0ヤマトマダニ

表２　杵築市・日出町におけるマダニ採取状況

不明R. japonica
紅斑熱群

リケッチア
検体数マダニ種

04739ヤマアラシチマダニ

002 6フタトゲチマダニ

－－017タカサゴチマダニ

01111キチマダニ

20222アカコッコマダニ

表３　大分市佐賀関におけるマダニからの紅斑熱群リケッチア遺伝子検出状況

R. japonica
紅斑熱群

リケッチア
検体数マダニ種

－02ヤマアラシチマダニ

0288フタトゲチマダニ

-02タカサゴチマダニ

3349キチマダニ

－01タカサゴキララマダニ

－01ヤマトマダニ

表４　杵築市・日出町におけるマダニからの紅斑熱群リケッチア遺伝子検出状況



　杵築市・日出町ではフタトゲチマダニ88件中37件がボレリア遺伝子陽性と判定したが、弱陽性

のため遺伝子配列が決定できず、ボレリアとは確定されていない。ヤマトマダニ１件中１件から

ボレリア遺伝子が検出され、Borrelia japonica（以下、B. japonica）であった（表５）。

考　察

　2004年に大分県で初めて日本紅斑熱患者１名が報告された。我々は患者が感染したと推定

された津久見市とその周辺の臼杵市、佐伯市のマダニの調査を行った。この地域のマダニ相は

フタトゲチマダニ、タカサゴチマダニが優勢な地域で、日本紅斑熱の病原体であるR. japonicaを

媒介するとされるヤマアラシチマダニやキチマダニは採取されず、R. japonicaも検出されなかった11）。

2008年から2011年にかけて上記３地点に加えて、国東市、杵築市についても調査したが国東地域

はフタトゲチマダニが主要なマダニ相であり、ヤマアラシチマダニは採取されず、キチマダニが

３個体採取された。採取したマダニからR. japonicaは検出されなかった12）。2013年にはマダニ

のSFTSウイルス保有状況を調査する目的で、県内18全市町村を対象に各地域２～４カ所でマダニ

を調査し392個体のマダニを採取した。大分県全体のマダニ相は、フタトゲチマダニが299個体と

最も優勢で、次いでキチマダニ40個体、タカサゴチマダニ25個体であった。ヤマアラシチマダニ

は中津市で２個体、日出町で２個体しか採取されなかった。キチマダニは別府市で26個体採取

され、その他７市町村で少数採取された13）。今回の調査で大分市佐賀関のマダニ相がヤマアラシ

チマダニとアカコッコマダニが優勢であったが、県内でも特異なマダニ相である。これらのマダニ

は豊予海峡に突き出た佐賀関半島で採取されており、地形的に他の地域からある程度隔離された

地域である。アカコッコマダニは県内で初めて採取したが主に鳥類を宿主とするダニである。

この地域に渡り鳥が多く飛来することが推測される。大分市佐賀関で採取されたヤマアラシチ

マダニ４個体からR. japonicaが検出されたが、本種は西日本の日本紅斑熱患者発生地での有力の

媒介種14）−16）であり、本県においても主要な媒介種と思われる。また、キチマダニ1個体から
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B. turdi ボレリア検体数マダニ種

－039ヤマアラシチマダニ

－0 6フタトゲチマダニ

－017タカサゴチマダニ

－011キチマダニ

4422アカコッコマダニ

表５　大分市佐賀関地域におけるマダニからのボレリア遺伝子検出状況

B. japonicaボレリア検体数マダニ種

－ 02ヤマアラシチマダニ

 －＊3788フタトゲチマダニ

－ 02タカサゴチマダニ

－ 049キチマダニ

－ 01タカサゴキララマダニ

1 11ヤマトマダニ

＊遺伝子配列未決定

表６　杵築市・日出町におけるマダニからのボレリア遺伝子検出状況



R. japonicaが検出された。患者が発生していない杵築市・日出町のキチマダニ３個体からも

検出されている。県内にはキチマダニが多く分布している地域があるが日本紅斑熱患者は報告

されていない。キチマダニがどの程度ヒトへの感染に関与しているか不明である。

　ライム病患者が発生した周辺地域である杵築市・日出町のマダニから日本のライム病の主な

病原体であるBorrelia garinii やBorrelia afzeliiは検出されなかった。ヤマトマダニ１個体から

B. japonicaが検出されたが、このボレリアはヤマトマダニ固有であり、弱病原性または非病原性

とされている17）。大分市佐賀関で採取されたアカコッコマダニ４個体からB. turdiが検出された

が、このボレリアは日本ではアカコッコマダニ固有であり、病原性は不明である17）。今回の調査

で、九重山系以外にもボレリアを保有するマダニが分布することが明らかとなったが、ライム病

との関連は不明である。今後も継続した調査が必要である。
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